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令
和
6
年
度
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
拝
礼
式

　
新
た
に
3
0
1
柱
を
納
骨

　

令
和
6
年
度
厚
生
労
働
省
主
催
の
千
鳥
ヶ

淵
戦
没
者
墓
苑
拝
礼
式
が
5
月
27
日
、
秋
篠

宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
の
御
臨
席
を
仰
ぎ
、
こ

こ
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
て
厳
か
に
執
り

行
わ
れ
た
。

　

墓
苑
六
角
堂
内
の
墓
前
に
は
天
皇
皇
后
両

陛
下
下
賜
の
大
花
籠
が
左
右
に
2
基
飾
ら
れ
、

遺
族
1
8
4
名
並
び
に
、
内
閣
総
理
大
臣
及

び
衆
議
院
議
長
を
は
じ
め
、
関
係
各
省
大
臣
、

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
、
国
会
議
員
、
各

政
党
代
表
、
駐
日
関
係
各
国
大
使
、
関
係
団

体
代
表
、
遺
骨
帰
還
事
業
協
力
者
等
の
来
賓

2
1
8
名
の
計
4
0
2
名
が
参
列
し
た
。

　

式
典
は
定
刻
午
後
零
時
三
十
分
、
秋
篠
宮

皇
嗣
同
妃
両
殿
下
が
御
入
場
さ
れ
開
始
さ
れ

た
。
皇
宮
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
参

列
者
全
員
の
国
歌
「
君
が
代
」
斉
唱
に
始
ま
り
、

武
見
厚
生
労
働
大
臣
の
式
辞
、
引
き
続
き
、

納
骨
の
儀
が
執
り
行
な
わ
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
が
社
会
・
援
護
局
長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
御
遺

骨
を
奉
持
し
て
六
角
堂
内
の
納
骨
室
に
収
め
た
。

　

今
回
納
骨
さ
れ
た
御
遺
骨
は
硫
黄
島
、
マ

リ
ア
ナ
諸
島
、
ロ
シ
ア
等
に
お
い
て
収
容
し
た

戦
没
者
の
御
遺
骨
の
う
ち
、
御
遺
族
に
引
き

渡
す
こ
と
が
で
き
な
い
3
0
1
柱
が
墓
苑
に
納

骨
さ
れ
た
。
今
回
の
納
骨
に
よ
り
墓
苑
に
は

累
計
3
7
0
、
7
0
0
柱
の
御
遺
骨
が
奉
安

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

式
典
は
納
骨
の
儀
の
後
、
参
列
者
全
員
が

起
立
す
る
な
か
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
が

墓
前
に
進
ま
れ
御
拝
礼
さ
れ
た
。
両
殿
下
の

御
拝
礼
に
合
わ
せ
て
参
列
者
一
同
が
拝
礼
し
、

戦
没
者
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
た
。

　

御
拝
礼
の
後
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下
は

参
列
者
一
同
が
お
見
送
り
す
る
な
か
御
退
席
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
内
閣
官
房
長
官
（
内
閣
総
理

大
臣
代
理
）を
始
め
と
し
て
、日
本
遺
族
会
会
長
、

都
道
府
県
遺
族
代
表
、
駐
日
関
係
各
国
大
使
、

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
長
、
外

務
副
大
臣
（
同
大
臣
代
理
）、
環
境
大
臣
、
防

衛
大
臣
政
務
官（
同
大
臣
代
理
）、各
政
党
代
表
、

全
国
知
事
会
事
務
総
長
（
同
会
長
代
理
）、
日

本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
会
長
、
千
鳥

ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会
副
会
長
（
同
会
長

代
理
）
が
そ
れ
ぞ
れ
献
花
を
行
い
、
そ
し
て
最

後
に
厚
生
労
働
大
臣
が
献
花
し
た
。
そ
の
あ

と
参
列
者
全
員
の
参
拝
が
行
わ
れ
令
和
6
年

度
拝
礼
式
は
午
後
一
時
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

こ
の
間
、
皇
宮
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
す
る

「
慰
霊
の
曲
」、「
慰
安
す
る
」、「
悲
し
み
越
え
て
」

の
3
曲
が
式
典
を
よ
り
一
層
厳
か
な
も
の
と

し
た
。

　
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
拝
礼
式

　
　
武
見
厚
生
労
働
大
臣
式
辞

　

本
日
こ
こ
に
、
秋
篠
宮
皇
嗣
同
妃
両
殿
下

の
御
臨
席
の
も
と
、
戦
没
者
御
遺
族
及
び
来

賓
各
位
の
御
参
列
を
得
て
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没

者
墓
苑
拝
礼
式
を
挙
行
す
る
に
当
た
り
、
一

言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

苛
烈
を
極
め
た
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
数
多

く
の
方
々
が
祖
国
を
思
い
、
愛
す
る
家
族
を
案

じ
な
が
ら
、
戦
場
に
斃
れ
、
あ
る
い
は
戦
後
、

遠
い
異
郷
の
地
で
命
を
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
今

日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
が
、
戦
没
者
の
皆

様
の
尊
い
命
と
、
苦
難
の
歴
史
の
上
に
築
か
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
深
く
思
い
を
致
し
、
謹

ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
十
七
年
以
来
、

遺
骨
収
集
事
業
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
D
N
A
鑑
定
に
よ
る

身
元
の
特
定
を
進
め
、
で
き
る

限
り
多
く
の
御
遺
骨
を
御
遺
族

の
元
に
お
返
し
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

本
年
は
、
現
在
ま
で
に
御
遺

族
の
元
に
お
返
し
で
き
て
い
な

い
、
硫
黄
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ロ
シ
ア
等
で

収
容
し
た
三
百
一
柱
の
御
遺
骨
を
新
た
に
お

納
め
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没

者
墓
苑
の
御
遺
骨
は
、
三
十
七
万
七
百
柱
を

数
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

他
方
で
、
戦
後
79
年
を
迎
え
よ
う
と
す
る

今
日
、
未
だ
に
多
く
の
戦
没
者
が
ふ
る
さ
と
に

戻
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
各
地
に
眠
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
も
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

遺
骨
収
集
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
地
情
勢

を
加
味
し
つ
つ
取
組
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度

も
既
に
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
等

で
の
現
地
調
査
や
遺
骨
収
集
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

遺
骨
収
集
の
集
中
実
施
期
間
が
令
和
十
一

年
度
ま
で
延
長
さ
れ
た
趣
旨
も
踏
ま
え
、
引

き
続
き
、
諸
外
国
の
関
係
者
の
方
々
や
、
外
務

省
、
防
衛
省
等
の
関
係
省
庁
、
日
本
戦
没
者

遺
骨
収
集
推
進
協
会
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
皆
様
の
、
一
層
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
一
柱
で
も
多
く
の
御
遺
骨
が
、
一
日
も

早
く
ふ
る
さ
と
に
戻
ら
れ
る
よ
う
、
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
式
典
に
当

た
り
、
改
め
て
、

先
の
大
戦
の
多
く

の
教
訓
と
記
憶
を

深
く
心
に
刻
む
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。
戦
中
・
戦
後
の
労
苦
を
体
験
さ
れ
た

方
が
少
な
く
な
る
中
で
も
、
し
っ
か
り
と
次
の

世
代
に
教
訓
や
記
憶
を
語
り
継
ぎ
、
世
界
の

恒
久
平
和
と
繁
栄
に
、
能
う
限
り
貢
献
し
て

い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
戦
没
者
の
御
霊
の
安
ら
か
な

ら
ん
こ
と
を
、
そ
し
て
、
御
遺
族
の
皆
様
の
御

平
安
を
切
に
祈
念
し
、
ま
た
御
参
列
の
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
6
年
5
月
27
日

厚
生
労
働
大
臣　
武
見　
敬
三

花
言
葉

「
あ
な
た
を
忘
れ
な
い
」

墓苑の花「紫
し

蘭
らん

」

（関連記事6面）

納骨の儀でご遺骨を奉持する武見厚生労働大臣

額賀衆議院議長

御拝礼を終えられた秋篠宮皇嗣同妃両殿下

水落日本遺族会会長 林内閣官房長官
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米
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
司
令
官

　
ア
ク
イ
リ
ノ
海
軍
大
将

　
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
へ
初
の
参
拝
・
献
花

　

米
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
司
令
官
ア
ク
イ
リ
ノ
海

軍
大
将
が
4
月
22
日
、
こ
こ
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者

墓
苑
を
公
式
参
拝
し
た
。
米
イ
ン
ド
太
平
洋
軍

司
令
官
に
よ
る
当
墓
苑
へ
の
初
の
参
拝
と
な
っ

た
。
司
令
官
に
は
在
日
米
国
大
使
館
付
武
官

を
は
じ
め
25
名
の
軍
関
係
者
が
随
行
し
て
い
た
。

　

奉
仕
会
理
事
長
の
出
迎
え
を
受
け
、
司
令

官
は
、「
37
万
余
の
戦
没
者
が
眠
る
千
鳥
ヶ
淵

戦
没
者
墓
苑
を
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
、
米

イ
ン
ド
太
平
洋
軍
を
代
表
し
て
英
霊
に
対
し

心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

引
き
続
き
、
榊
枝
理
事
長
の
案
内
で
戦
没

者
数
一
覧
表
（
石
板
）
の
前
で
概
要
の
説
明

を
受
け
た
。
司
令
官
か
ら
は
最
も
多
く
の
戦

死
者
を
出
し
た
戦
域
は
ど
こ
か
と
の
質
問
が
あ

り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
52
万
人
、
中
国
本
土
46
万
人
、

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ソ
ロ
モ
ン
24
万
人
と
の
回
答

に
深
く
頷
い
た
。

　

前
屋
で
記
帳
を
行
い
、
墓
前
へ
と
進
み
、
白

色
の
大
き
な
リ
ー
ス
を
墓
前
正
面
の
台
に
厳
か

に
手
向
け
、
深
々
と
頭
を
下
げ
、
改
め
て
正
面

の
陶
棺
に
正
対
し
て
挙
手
の
敬
礼
を
も
っ
て
戦

没
者
の
御
霊
に
敬
意
を
表
し
た
。

　

献
花
終
了
後
、
司
令
官
は
陶
棺
に
つ
い
て
も

質
問
し
、「
海
外
の
6
個
戦
域
か
ら
持
ち
寄
っ

た
砂
・
砂
利
を
1
7
0
0
℃
の
高
熱
で
焼
き
上

げ
た
重
さ
5
ト
ン
の
世
界
最
大
級
の
陶
棺
で
、

そ
の
中
に
昭
和
天
皇
か
ら
の
下
賜
さ
れ
た
金
銅

製
の
納
骨
壺
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
陶
棺

の
後
方
に
は
地
下
3
階
の
納
骨
室
が
あ
り
、
戦

域
ご
と
に
引
き
取
り
手
の
な
い
御
遺
骨
を
奉
安

し
て
い
る
」と
の
説
明
に
何
度
も
頷
か
れ
て
い
た
。

　

同
司
令
官
は
離
苑
に
際
し
、
無
名
戦
士
の

墓
に
眠
る
英
霊
は
ど
の
国
に
お
い
て
も
最
も
敬

意
を
表
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
に
眠
る
37

万
の
御
霊
に
対
し
、
イ
ン
ド
太
平
洋
軍
の
司
令

官
と
し
て
衷
心
か
ら
再
度
哀
悼
の
意
を
表
わ

す
と
と
も
に
敬
意
を
表
す
る
と
述
べ
た
。
日
米

の
防
衛
協
力
が
高
ま
る
最
中
、
司
令
官
の
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
参
拝
が
、
日
米
両
国
に

と
っ
て
大
き
な
礎
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

令
和
6
年
度
　
日
本
国
練
習
艦
隊
実
習

幹
部
に
よ
る
参
拝
・
献
花

　

5
月
10
日
、
令
和
6
年
度
日
本
国
練
習
艦

隊
司
令
官
・
西
山
高
広
海
将
補
以
下
実
習
幹

部
1
9
2
名
（
う
ち
女
性
28
名
）
が
儀
仗
隊

・
ラ
ッ
パ
隊
を
伴
い
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
を

参
拝
・
献
花
し
た
。

　

同
部
隊
は
冬
制
服
の
礼
装
で
威
儀
を
た
だ

し
墓
前
に
整
列
、
西
山
司
令
官
が
墓
前
に
花

輪
を
捧
げ
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
ラ
ッ
パ
吹
奏
の

も
と
参
列
者
全
員
が
拝
礼
、
黙
祷
を
行
い
、

先
の
大
戦
で
亡
く
な
っ
た
英
霊
に
哀
悼
の
誠
を

捧
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
遠
洋
練
習
航

海
で
の
任
務
完
遂
と
無
事
の
帰
還
を
祈
っ
た
。

　

実
習
幹
部
は
、
練
習
艦
「
か
し
ま
」（
艦
長　

1
等
海
佐　

坂
井　

喜
一
郎
）及
び
練
習
艦「
し

ま
か
ぜ
」（
艦
長　

2
等
海
佐　

梶
山　

剛
）
の

2
隻
に
分
か
れ
乗
艦
し
、
5
月
20
日
に
晴
海
を

出
港
、
1
7
5
日
間
の
練
習
航
海
を
経
て
本

年
11
月
11
日
に
晴
海
に
帰
国
予
定
で
あ
る
。

　

寄
港
予
定
国
（
寄
港
地
）は
、
世
界
一
周
（
西

回
り
）
の
コ
ー
ス
で
ブ
ル
ネ
イ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
国

（
ム
ア
ラ
）、
セ
ー
シ
ェ
ル
共
和
国
（
ビ
ク
ト
リ
ア
）、

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
（
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
）、
セ
ネ
ガ

ル
共
和
国
（
ダ
カ
ー
ル
）、
イ
タ
リ
ア
共
和
国
（
ナ

ポ
リ
）、
ト
ル
コ
共
和
国
（
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）、
ス

ペ
イ
ン
王
国
（
バ
レ
ン
シ
ア
）、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
（
ハ
ン
ブ
ル
ク
）、
英
国
（
ロ
ン
ド
ン
及
び
サ
ウ

ザ
ン
プ
ト
ン
）、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
ノ
ー
フ
ォ
ー

ク
及
び
ハワ
イ
）、 メ
キ
シ
コ
合
衆
国（
ア
カ
プ
ル
コ
）、

そ
の
総
航
程
は
約
6
5
、
0
0
0
㎞
と
な
る
。

　

海
上
自
衛
隊
の
遠
洋
練
習
航
海
は
、
海
上
自

衛
隊
幹
部
候
補
生
学
校
の
一
般
幹
部
候
補
生
課

程
を
卒
業
し
た
実
習
幹
部
に
対
し
、
長
期
に
わ

た
る
洋
上
生
活
、
各
種
訓
練
等
を
通
じ
て
、
部

隊
勤
務
に
必
要
な
基
礎
的
知
識
・
技
能
及
び
指

揮
統
率
の
基
本
を
体
得
さ
せ
、
ま
た
共
同
訓
練

等
を
通
じ
て
国
際
感
覚
を
か
ん
養
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
伸
展
性
を
有
す
る
初
級
幹
部
を
育
成
す

る
と
と
も
に
訪
問
国
と
の
友
好
親
善
の
増
進
を

図
っ
て
い
る
。
昭
和
32
年
以
降
、
毎
年
遠
洋
練
習

航
海
を
実
施
し
て
お
り
、
今
回
で
68
回
目
と
な
る
。

韓
国
の
国
立
大テ

ジ
ョ
ン
ケ
ン
チ
ュ
ウ
イ
ン

田
顕
忠
院
を
訪
問
し
て

　
　
伊
集
院
　
兼
一

　

令
和
6
年
5
月
8
日
、
韓
国
に
駐
在
経
験

の
あ
る
元
防
衛
駐
在
官
及
び
留
学
生
で
構
成

さ
れ
る
韓
友
会
の
一
員
と
し
て
、
韓
国
の
国
立

大
田
顕
忠
院
を
訪
問
し
、
顕
忠
碑
へ
の
献
花
と

朝
鮮
戦
争
に
お
け
る
護
国
の
英
雄
で
日
韓
の

防
衛
交
流
に
尽
力
さ
れ
た
故
白
善
燁
将
軍（
注
）

の
墓
参
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
日
本
で
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
韓
国
国
立
大
田
顕
忠

院
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

国
立
大
田
顕
忠
院
（
大
田
広
域
市
儒
城
区
甲

洞
）
は
、
ソ
ウ
ル
国
立
顕
忠
院
の
埋
葬
ス
ペ
ー
ス

が
限
界
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
2
番
目
の
国
立

墓
地
と
し
て
1
9
8
5
年
に
竣
工
し
た
。
祖
国

守
護
と
国
家
繁
栄
の
た
め
尊
い
命
を
国
に
捧
げ

た
殉
国
烈
士
や
護
国
英
霊
が
眠
る
民
族
の
聖
地

で
あ
り
、
敷
地
面
積
は
3
2
2
万
2
0
0
1
平

方
メ
ー
ト
ル
（
東
京
ド
ー
ム
64
個
）
を
誇
り
、
墓

域
に
は
14
万
人
以
上
の
国
家
功
労
者
、
軍
人
、

及
び
警
察
官
等
が
眠
る
墓
地
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
大
田
顕
忠
院
を
訪
問
し
て
2
つ
の

こ
と
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
。
1
つ
目
は
、
韓
国

で
は
約
3
2
0
万
㎡
の
広
大
な
敷
地
の
墓
地
が

「
国
立
墓
地
設
置
運
営
法
」
に
よ
り
国
家
の
責
任

に
お
い
て
維
持
・
運
営
さ
れ
て
お
り
、
一
方
、
我

が
国
で
は
旧
陸
海
軍
が
所
管
し
て
い
た
陸
海
軍

墓
地
が
市
町
村
や
遺
族
会
等
に
そ
の
運
営
等

が
任
さ
れ
て
い
る
点
に
差
異
を
強
く
感
じ
た
。 　

2
つ
目
は
、
大
田
顕
忠
院
に
は
告
別
式
や

護
国
映
画
上
映
に
使
用
さ
れ
る
顕
忠
館
の
ほ

か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
と
遺
品
を
展
示

す
る
護
国
館
、
戦
闘
装
備
な
ど
が
展
示
し
て

あ
る
野
外
展
示
場
な
ど
が
併
設
さ
れ
、
国
家

の
苦
難
の
歴
史
を
教
育
す
る
施
設
と
し
て
も

利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
歴
史
的
背
景
や
国
防
意

識
の
違
い
か
ら
同
一
に
比
べ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
日
本
に
お
け
る
国
立
墓
地
等
の
設
置
や

運
営
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

（
筆
者
は
元
陸
上
自
衛
官
で
韓
国
陸
軍
大
学

第
2
代
留
学
生
と
し
て
1
9
9
3
年
か
ら
約

1
年
間
、
韓
国
で
勤
務
）

　

注
：
白
善
燁
将
軍

　
　
　

�

陸
軍
参
謀
総
長
・
駐
仏
大
使
・
交
通

大
臣
を
歴
任
、
1
9
9
5
年
日
本
国

勲
一
等
瑞
宝
章
を
受
章

到着した司令官

司令官が献花した花輪

広大な兵士墓地

顕忠碑

改めて挙手の敬礼をする司令官

墓前に整列する儀仗隊及び実習幹部

献花する韓友会会員

奉仕会理事長から説明を受ける司令官

黙祷する司令官一行
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法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院

　
　
　
戦
没
者
慰
霊
法
要

　

4
月
11
日
、
法
華
宗
の
僧
侶
及
び
檀
信
徒

の
約
50
名
が
参
列
し
、
法
華
宗
（
本
門
流
）

宗
務
院
主
催
の
戦
没
者
慰
霊
法
要
が
当
墓
苑

で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

墓
前
の
祭
壇
に
は
諸
天
善
神
の
お
名
前
が
記

さ
れ
た
曼
荼
羅
の
本
尊
が
祀
ら
れ
、
一
同
が
南

無
妙
法
蓮
華
経
を
唱
題
す
る
中
、
導
師
の
金

井
総
長
が
入
場
、
着
座
し
法
要
が
開
始
さ
れ
た
。

　

法
要
は
、
勧か

ん

請じ
ょ
う

、
方ほ

う

便べ
ん

品ひ
ん

、
自じ

我が

偈げ

な
ど

と
経
文
が
続
き
、
最
後
に
金
井
総
長
が
「
我

が
国
は
今
年
も
平
和
で
素
晴
ら
し
い
桜
の
花
の

季
節
を
迎
え
た
が
、
世
界
に
目
を
転
ず
れ
ば
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
中
東
で
の

紛
争
な
ど
が
継
続
し
、
未
だ
全
世
界
に
平
和

が
訪
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
眠
る
英
霊
が
礎
と

な
っ
た
お
陰
で
日
本
は
80
年
近
く
紛
争
に
巻

き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
平
和
と
繁
栄
を
享

受
し
て
い
る
。
来
年
こ
そ
は
世
界
中
が
平
和
と

な
る
こ
と
を
切
に
祈
る
」
と
述
べ
た
。

　

世
界
平
和
の
重
要
性
を
説
き
つ
つ
、
こ
こ
千

鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
眠
る
英
霊
に
対
す
る
追

悼
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
厳
粛
な
法
要
で
あ
っ
た
。

　

本
法
要
は
、
平
成
5
年
、
当
時
の
川
口
善

教
宗
務
総
長
が
全
国
の
宗
門
の
僧
侶
、
檀
信

徒
に
呼
び
掛
け
て
第
1
回
の
戦
没
者
法
要
が

行
わ
れ
て
以
来
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
2
年
を
除

き
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
る
。

【
私
た
ち
が
思
う
戦
没
者
慰
霊
に
つ
い
て
⑤
】

沖
縄
の
都
道
府
県
慰
霊
碑
を
知
っ
て

匿
名
希
望 

　

私
は
、
高
校
の
修
学
旅
行
で
沖
縄
の
嘉
数

高
台
公
園
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
。
嘉
数
は

沖
縄
戦
で
も
屈
指
の
激
戦
地
と
な
り
、
兵
士

や
住
人
な
ど
多
く
の
方
々
が
命
を
落
と
し
た

場
所
だ
。
戦
闘
に
用
い
ら
れ
た
ト
ー
チ
カ
や
塀

に
残
っ
た
無
数
の
弾
痕
な
ど
、
当
時
の
傷
跡
が

生
々
し
く
残
っ
て
い
た
。
そ
の
嘉
数
の
公
園
に

は
、「
嘉
数
の
塔
」
と
「
京
都
の
塔
」
と
い
う

慰
霊
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
た
。「
嘉
数
の
塔
」

は
沖
縄
戦
の
戦
火
に
巻
き
込
ま
れ
命
を
落
と

し
た
住
民
の
慰
霊
碑
で
あ
る
。「
京
都
の
塔
」

は
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
京
都
府
出
身
の
英
霊

を
慰
霊
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

沖
縄
に
は
こ
の
よ
う
に
、
各
都
道
府
県
出

身
の
戦
没
者
の
慰
霊
の
た
め
の
塔
が
数
多
く
建

立
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
北
海
道
出
身
な
の
だ

が
、
戦
火
に
散
っ
て
い
っ
た
北
海
道
の
英
霊
の

慰
霊
塔
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
。
嘉
数
の

「
京
都
の
塔
」
を
見
て
初
め
て
知
っ
た
。
北
海

道
の
慰
霊
碑
「
北
霊
碑
」（
＊
参
考
）は
糸
満
市
、

ひ
め
ゆ
り
の
塔
の
近
く
に
あ
る
平
和
創
造
の
森

の
東
側
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。「
北
霊
碑
」に
は
、

沖
縄
戦
で
北
海
道
出
身
の
将
兵
1
万
名
以
上

が
散
っ
て
い
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

沖
縄
を
除
い
た
都
道
府
県
の
中
で
最
も
多
い

戦
没
者
数
だ
と
い
う
。
沖
縄
だ
け
で
な
く
、

大
陸
や
南
の
島
々
、
海
上
で
多
く
の
方
が
日
本
、

そ
し
て
ふ
る
さ
と
で
あ
る
北
の
大
地
を
守
る
た

め
に
亡
く
な
っ
た
。

　

各
都
道
府
県
民
は
、
故
郷
か
ら
遠
い
沖
縄

や
南
方
戦
線
で
散
っ
て
い
っ
た
同
郷
の
先
人
た

ち
の
為
の
慰
霊
塔
の
存
在
を
知
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
平
和
祈
念
公
園
や
ひ
め
ゆ
り
の
塔

な
ど
は
知
っ
て
い
て
も
、
多
く
の
人
は
都
道
府

県
ご
と
の
慰
霊
塔
を
知
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し

い
の
だ
。
今
の
沖
縄
は
観
光
地
で
あ
り
、
多
く

の
人
が
訪
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な

慰
霊
塔
の
存
在
を
知
っ
て
、
沖
縄
を
訪
れ
た
と

き
に
は
故
郷
の
先
人
た
ち
に
祈
り
を
捧
げ
て
ほ

し
い
の
だ
。
自
分
の
出
身
地
や
地
元
の
慰
霊
碑

は
あ
る
意
味
で
身
近
な
存
在
で
あ
り
、
多
く

の
人
に
と
っ
て
戦
没
者
慰
霊
に
関
心
を
持
つ
き

っ
か
け
に
な
り
得
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

日
本
に
は
、「
お
天
道
様
が
見
て
い
る
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
私
は
、
自
分
や
人
び
と
の

こ
と
を
見
て
い
る
の
は
お
天
道
様
、
つ
ま
り
太

陽
だ
け
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
私
は
こ
の

国
の
発
展
の
礎
と
な
っ
た
英
霊
た
ち
も
、
今
の

日
本
人
の
こ
と
を
見
て
い
る
と
思
う
の
だ
。
そ

の
こ
と
を
意
識
し
て
い
れ
ば
、
日
本
人
と
し
て
、

人
間
と
し
て
恥
ず
か
し
い
行
動
な
ど
で
き
な
い

だ
ろ
う
。
現
在
の
日
本
は
、
人
の
道
を
外
れ
て

い
る
か
の
よ
う
な
行
い
を
す
る
者
、
無
気
力
で

自
国
に
対
し
て
無
関
心
な
者
が
増
え
て
き
て
い

る
と
感
じ
る
。
沖
縄
の
慰
霊
碑
を
き
っ
か
け
に

戦
没
者
慰
霊
へ
と
関
心
を
持
ち
、
こ
の
国
を
護

っ
た
英
霊
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
過
ご
す
こ
と
で
、

日
本
人
は
も
っ
と
善
い
人
間
に
な
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
も
次
に
沖
縄
を
訪
れ
た
と
き
は
、
自
ら

と
同
じ
故
郷
を
持
つ
英
霊
の
為
に
祈
り
を
捧

げ
た
い
。
そ
し
て
、
感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
日
本

人
と
し
て
、
北
海
道
出
身
者
と
し
て
、
故
郷

を
護
る
た
め
に
散
っ
て
い
っ
た
先
人
た
ち
に
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
立
派
に
生
き
て
い
き
た

い
も
の
だ
。

　
（
投
稿
時　

麗
澤
大
学　

4
年
）　

＊
参
考
：
「
北
霊
碑
」

（
沖
縄
県
営
平
和
祈
念
公
園
H
P
か
ら
原
文
の

ま
ま
引
用
）

●
所
在
地
：
沖
縄
県
糸
満
市
米
須
、
●
建
立
年

月
日
：
昭
和
29
年
4
月
（
昭
和
47
年
10
月
と

平
成
8
年
11
月
に
改
修
）、
●
敷
地
面
積
：

6
4
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
●
合
祀
者
数
：
4
0
、

8
5
0
柱
（
沖
縄
戦
戦
没
者
1
0
、
8
5
0

柱
、
南
方
諸
地
域
戦
没
者
3
0
、
0
0
0
柱
）、

●
管
理
団
体
：（
一
財
）
北
海
道
連
合
遺
族
会

《
建
立
の
経
過
》　

碑
文
か
ら

　

曠
古
の
大
東
亜
戦
争
は
そ
の
惨
烈
こ
こ
沖

縄
の
決
戦
に
極
ま
っ
て
我
北
海
道
出
身
の
将
兵

1
万
有
余
名
も
玉
砕
護
国
の
楯
と
は
な
っ
た
。

昭
和
29
年
4
月
北
海
タ
イ
ム
ス
社
、
北
海
道

沖
縄
遺
族
会
が
、
そ
の
霊
を
悼
み
全
国
に
魁

け
て
本
碑
を
創
建
し
た
が
、
爾
来
風
雨
18
年

漸
く
そ
の
補
繕
を
迫
ら
れ
る
に
及
び
茲
に
本

会
の
発
議
に
よ
り
、
本
年
恰
も
沖
縄
の
祖
国

復
帰
を
卜
し
道
並
に
全
道
市
町
村
の
助
成
及

び
沖
縄
会
の
協
力
を
も
得
て
浄
財
を
募
り
、

本
島
は
も
と
よ
り
伊
江
島
、
慶
良
間
等
40
余

島
並
に
広
く
南
方
海
域
諸
島
に
散
華
し
た
北

霊
凡
そ
3
万
余
柱
の
招
魂
の
聖
碑
と
も
な
し

て
之
を
改
修
し
た
。

　

願
わ
く
は
英
魂
、
永
遠
に
瞑
せ
ら
れ
ん
こ
と

を
。
改
修
に
あ
た
り
終
戦
以
来
慰
霊
事
業
諸

般
に
亘
り
献
身
的
な
奉
仕
援
助
を
戴
い
た
沖
縄

遺
族
連
合
会
会
長
金
城
和
信
翁
以
下
の
御
恩

徳
を
銘
記
し
永
く
後
世
に
伝
う
る
次
第
で
あ
る
。

　
　

昭
和
47
年
5
月
15
日

◎
奉
仕
会
年
度
会
費
納
入
者
（
団
体
・
個
人
）（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

全
国
強
制
抑
留
者
協
会
、
山
口
格
夫
、
大
森
昭
彦
、
原
嶋
宏
文
、
髙
荷
義
隆
、
豊
田　

陽

津
田　

章
、
合
原
佳
雄
、
吉
田
博
光
、
野
澤
直
己
、
二
宮
類
四
郎
、
平
田
弘
幸
、
山
田
フ
ヨ

室
伏
孝
一
、
柴
田
誠
悦
、
熊
田
し
げ
子
、
勝
呂
洋
次
、
渡
辺
一
陽
、
金
子
由
成
、
麓
川
昭
憲

今
井
敏
夫
、
並
木
桂
子
、
布
施
木　

昭
、
矢
嶋
正
久
、
小
林
ま
ゆ
、
藤
木
俊
一
・
勝
美
、
黒
岩

し
ま
、
本
田
恒
雄
、
髙
梨
節
夫
、
後
藤
国
夫
、
小
沼
芳
子
、
坂
田
鎮
厳
、
富
田
武
司
、
佐
藤
直
辰

落
合
健
次
、
亀
山
恒
夫
、
亀
山
和
子
、
岩
田
司
朗
、
曳
田
圭
子
、
小
林
孝
太
郎
、
高
梨　

実

村
田　

陽
、
荒
井
紀
子
、
国
澤
輝
生
、
御
園
生
和
彦
、
緒
方
定
憲
、
勝
見
登
志
子
、
齊
藤　

準

堤　

将
純
、
荒
井　

茂
、
田
中
隆
太
郎
、
坂
田
七
郎
、
中
村
妙
子
、
増
田
健
三
、
菊
地
運
一

鈴
木
健
一
、
長
谷
部
文
雄
、
藤
田
憲
二
、
田
杭
史
好
、
竹
村
五
夫
、
吉
里
年
和
、
渡
邉
守
久

土
師
野
良
明
、
杉
浦
涼
子
、
加
藤
園
栄
、
秋
葉
正
男
、
西
口
邦
左
、
高
崎
俊
光
、
松
本
加
代
子

◎
新
入
会
員
（
敬
称
略
、
順
不
同
）
※
正
は
正
会
員
、
終
は
終
身
会
員

　

小
林
一
朗
（
正
）、
中
村
賢
人
（
終
）、
平
野
伸
吾
（
正
）、
山
岸
正
昭
（
正
）、
平
川
和
子
（
終
）

上
月
良
祐
（
終
）、
石
川
公
也
（
終
）、
村
山
か
お
り
（
正
→
終
）、
小
林
弘
子
（
正
）、
本
城
典

之
（
正
）

◎
奉
納
、
参
拝
団
体
・
参
拝
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
遺
族
会
、
レ
イ
テ
の
兄
弟
の
会
、
栃
木
県
小
山
市
間
々
田
地
区
遺
族
会

秩
父
市
遺
族
連
合
会
、
大
磯
町
遺
族
会
、
普
明
会
教
団
、
法
華
宗
（
本
門
流
）
宗
務
院
、
水
交
会

奉
仕
茶
会
、
千
代
田
区
三
番
町
会
、
山
本
智
公
、
成
瀬
満
由
未
、
平
川
和
子
、
向
井
正
興
、
廣
川

貞
雄
、
廣
川
剛
秀
、
酒
井
治
雄
、
鈴
木
雄
一
朗
、
秀
平
良
子
、
柴
田
米
實
、
遠
藤
政
博

◎
参
拝
団
体
（
前
項
以
外
、
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

四
街
道
市
遺
族
会
、
福
井
県
遺
族
連
合
会
、
龍
雲
寺
、
長
福
寺
、
海
自
遠
洋
練
習
航
海
部
隊

厚
労
省
新
人
研
修
、
喇
叭
伝
承
会
、
喇
叭
保
存
会
、
千
代
田
区
海
洋
少
年
団

　
◎
清
掃
奉
仕
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

阿
含
宗
清
掃
奉
仕
、
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
清
掃
奉
仕
会
、
立
正
佼
成
会
千
代
田
中
央
教
会

清
掃
奉
仕

◎
前
屋
献
花
奉
仕
者
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

古
流
わ
か
ば
会
（
武
藤
理
春
、
武
藤
理
高
、
武
藤
理
恵
、
秋
葉
理
恵
、
金
澤
理
代
、
丸
山
理
窕
）

古
流
茂
風
会
（
大
藤
茂
風
、
山
田
和
風
、
田
巻
泰
風
、
渡
辺
圭
風
）、
国
際
華
道
如
心
流
（
新
井

礼
心
、
片
桐
菖
心
、
吉
見
恵
峯
、
鈴
木
淑
峯
）、
草
翆
流
（
池
田
恵
美
子
、
関
口
知
子
、
関
根
和

広
、
徳
竹
草
華
）、
松
葉
流
古
流
（
田
中
一
秀
、
田
中
一
桜
、
木
村
一
恵
、
渡
来
一
靖
）、
美
風

池
坊
（
小
島
美
陽
、
清
水
花
坊
、
近
藤
美
敬
、
西
田
栄
舟
、
坂
口
栄
宝
）、
古
流
松
瀞
会
（
髙
梨

理
園
、
太
田
理
芳
、
髙
槗
理
厚
、
山
田
理
創
、
井
内
理
琴
、
青
柿
理
恵
）、
駿
東
流
（
小
泉
恵
華
、

御
園
奈
美
江
）

　
令
和
6
年
5
月
31
日
ま
で
受
付
分
を
掲
載
、
6
月
1
日
以
降
受
付
分
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　

今
年
度
本
紙
5
月
号
に
年
会
費
の
振
込
票
を
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
一
部
の
会
員

の
方
に
は
過
去
の
入
金
状
況
に
誤
り
が
あ
り
大
変
不
快
な
思
い
を
お
か
け
し
て
、
真
に
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

既
に
お
詫
び
と
訂
正
の
御
連
絡
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
こ
の
種
誤
り
が
な
い

よ
う
に
十
分
留
意
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

団
体
の
代
表
の
方
で
、
特
に
宛
先
が
御
自
宅
の
方
は
、
代
表
者
の
交
代
時
に
は
新
代
表
者

の
住
所
・
氏
名
を
奉
仕
会
ま
で
御
一
報
く
だ
さ
い
。
新
住
所
が
不
明
な
場
合
は
送
付
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
お
手
数
で
す
が
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

※
個
人
の
住
所
変
更
も
同
様
に
御
一
報
く
だ
さ
い
。

住
所
・
氏
名
の
変
更
通
知
の
お
願
い

振
込
票
記
載
内
容
の
一
部
誤
り
の
お
詫
び

墓前に設けられた祭壇

僧侶及び檀信徒による法要

北霊碑（沖縄県営平和祈念公園）
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「
あ
な
た
を
忘
れ
な
い
」、

　
墓
苑
に
咲
く
紫
蘭
（
し
ら
ん
）

　（
関
連
イ
ラ
ス
ト
1
面
）

　

千
鳥
ヶ
淵
緑
道
の
桜
の
花
が
散
り
終
わ
る

と
可
憐
な
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
る
紫
蘭
が
墓

苑
の
休
憩
所
前
の
「
さ
ざ
れ
石
」
の
脇
に
姿

を
見
せ
て
く
れ
る
。

　

紫
蘭
の
花
は
六
角
堂
に
向
か
っ
て
頭
を
垂
れ

て
咲
く
。
さ
ら
に
、
そ
の
花
言
葉
は
「
あ
な
た

を
忘
れ
な
い
」
で
あ
る
。
37
万
余
の
英
霊
が
眠

る
こ
こ
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
ふ
さ
わ
し
い

花
だ
。

　

紫
蘭
は
日
本
や
中
国
が
原
産
の
球
根
植
物
で
、

ラ
ン
科
の
な
か
で
も
乾
燥
に
強
く
丈
夫
な
品
種

の
た
め
「
入
門
用
の
蘭
」
と
し
て
も
親
し
ま
れ

て
お
り
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
初
心
者
に
も
人
気
が

あ
る
。

　

5
月
〜
6
月
に
か
け
て
、
細
長
い
花
び
ら

を
5
枚
つ
け
た
星
の
よ
う
な
形
の
花
を
咲
か

せ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

都
古
流
一
孝
会　
　
　
　

内
田　

一
孝

　
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭
の

お
知
ら
せ

※
10
月
18
日
秋
季
慰
霊
祭
に
参
列
を
希
望
さ

れ
る
会
員
の
皆
様
へ

　

会
員
の
皆
様
に
は
昨
年
、
秋
季
慰
霊
祭
の

案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

本
年
は
参
列
規
模
拡
大
に
伴
う
円
滑
な
受
付

業
務
の
た
め
、
参
列
を
希
望
さ
れ
る
方
は
往

復
ハ
ガ
キ
に
て
左
記
の
要
領
に
よ
り
申
し
込
み

頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

　

返
信
ハ
ガ
キ
に
は
受
付
番
号
を
記
載
し
て

返
送
い
た
し
ま
す
。
当
日
、
ご
携
行
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  

記

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
同

伴
者
が
あ
る
場
合
は
同
伴
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

（
3
名
以
内
）と
各
人
毎
の
連
絡
先（
郵
便
番
号
、

住
所
及
び
電
話
番
号
）
を
明
記
の
上
、
8
月
1

日
か
ら
9
月
17
日
（
必
着
）
ま
で
の
間
に
奉
仕

会
宛
に
申
し
込
み
下
さ
い
。
な
お
、
応
募
総
数
が

1
0
0
名
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
に
よ
り
ま
す
。

　

来
年
は
桜
の
あ
と
も
ぜ
ひ
当
墓
苑
を
訪
れ
、

花
言
葉
と
と
も
に
紫
蘭
の
花
も
愛
で
て
頂
き

た
い
。

　
墓
苑
便
り（
奉
仕
会
だ
よ
り
）

　
7
月
の
献
花
の
予
定

　

柴
山
古
流
・
縁
山
流　
　

沼
田　

冷
笑

　

遠
州
流
一
森
会　
　
　
　

名
鏡　

一
玲
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　・振込口座：郵便為替口座番号　02東京00140−2−42556
　・終戦80年募金と明記して下さい
　以上、皆様のご協力を切にお願い致します。
　　　公益財団法人　千鳥ヶ淵戦没者墓苑奉仕会
　　　　　　　　　　　理事長　榊枝　宗男

さざれ石と紫蘭


